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　　　実験的慢性腎炎 に対する漢方方剤の研 究 （第
一 報）

近畿大 ・薬

○野上真里　森浦俊次，伊藤正 明，吉川正人 ， 久保道 徳

　目的 腎炎の 治療 は現在 ，
ス テ ロ イ ド剤をは じめ とする種々 の薬剤療法が なされ て い

るが
，

再発 しや すく， 難治性で もあ る こ とから，種々 の 漢方方剤に よる治療も行われて い る。

　今日，大部分の 腎炎の 発症に は免疫 現象が関与 して い る こ とから，薬理学的に免疫学的

実験的腎炎が開発 されて い る 。 最初に 開発され た代表的な腎炎 モ テル が，「馬杉腎炎」で
，

抗糸球体基底膜抗体 に よ り発症す る腎病変で あ る。他に ，「免疫複合体腎炎」と呼ばれ る

もの が あ る 。 抗原抗体複合物が種々 の 条件 を満た した とき，異物貪食系の処理 を免れ て ，

血中を循環 し ， 糸球体に沈着 し て 起 炎され る とい う，血清病を代表 とす る循環 免疫複合

体 （CIC ）に よ る腎病変で ある 。 今回 ，
こ の 二 つ の 実験的腎炎 モ デ ル を作成 し，臨床的

に 腎機能 に 影響を与える と言われて い る数種 の漢方方剤の 効果を薬理学的 な ら び に 組織

学的に検討 した 。

　材料およ び方法　　「猪苓湯」，「五苓散」 ，
「柴苓湯 」 ，

「小柴胡湯」 ，
「桂枝 茯苓丸」

「当帰苟薬散」， 「越婢加朮湯」 の エ キ ス 粉末を水 に懸濁 して用 い た 。

馬杉腎炎 に対 する有効性 ： SD系ラ ッ ト腎基底膜を ウ サ ギに 免疫 して 得た抗腎血清を用 い て馬

杉型糸球体腎炎 を誘起 し，各漢 方方剤の予防作用 （誘発10日前よ り投与 ）および治療作用 （

誘発 10蹤 よ 殿 与 ）を棚 した。1  une 　Complex 型腎炎に拊 る有雛 ：Donryu

系ラ ッ トに ウサギ血清ア ル ブミン を用い て 腎炎を誘発し，治療作用 （腎炎誘発後より投与開始 ，

投与期間は 30日闘 ）およ び予防祚用 （腎炎作成中より投与開始，投与期間は30日間）を検討 した g

いずれも効果の判定は，尿中蛋 白排泄量，血 清学的数値およ び組織学的 検討に よ り行 っ た 。

　実験 結果 お よ びま と め　　「猪苓湯 」は いすれ の腎炎モ デル に対 して も，
100 　M9 ／ Ke

，

500   ／Kgの 経 口 投与で 用量 依存的な治療及び予防作用を示 した 。　 馬杉腎炎 に対 し

て は 「五苓散」は 500M9／Kgの 用量で ，　「猪苓湯」 100  ／Ke に 相当する予防効果を 示

した。 1  une 　 Complex 型腎炎に対 して は 「小柴胡湯」 「柴苓湯 」 に 鰯 い が 予防

お よび治療作用が認 め られた 。

　 以上 の よ うに免疫 学的に 発症 する 2種類の 実験的慢 性腎炎 に対 して ， 「猪苓湯」は強

い 有効性 を示 し， 臨床使用 上興味深い 。 今後，さ らに作用機序を精査 する 予定で ある 。
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